
【様式 ５】        平成２３年度 学校評価結果報告書（中間評価）    小松市立安宅中学校 

 自   己   評   価 学校関係者評価 

今後の方向（改善計画等）  
評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況 

達成 

状況 

学校関係者評価者

による意見 

① 

 

組

織

的

な

学

校

運

営 

〈組織的な学校運営〉 

主任等を中心にして各

分掌の機能化を図り，組

織体として絶えずＰＤ

ＣＡを意識した学校運

営を心がける。 

【成果指標】 

主任等のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの

下で，各分掌の提案・

実施が適切で学校が

組織的・機能的に運営

されている。 

学校が組織的・機能

的に運営されたと感

じている教職員の割

合が 

 

Ａ：８５％以上 

Ｂ：７５％以上 

Ｃ：６５％以上 

Ｄ：６５％未満 

●職員会議の効率化を

図るために内容の焦点

化，各分掌での事前吟味

の徹底化を図った。 

●教職員アンケートの

結果は８８％だった。 

（昨年同期は６５％） 

Ａ 

 

 

 

＊学校関係者評 

価委員会は 9月 

に開催予定。 

  

●職員会議の効率化は進んだが，職

朝での連絡事が多く学年の打ち合わ

せ時間が不足しがち。職朝時間帯の

活用の仕方が課題。PC の教員ページ

をもっと有効に使う方法を検討。 

●学年会議が定例化していないの

で，放課後になり長時間化する傾向

がある。週に 1 回給食時に学年会が

開けるように給食指導体制の一部見

直しを検討する。 

●学年会の充実と効率化を図る。 

〈学校安全〉 

非常時に安全かつ速や

かに避難できるよう，定

期的な防災訓練を実施

し，対処の仕方を身につ

ける。 

【努力指標】 

定期的かつ計画的に

防災訓練を実施し，適

切な対処・連絡体制が

とれるようにする。 

計画的に防災訓練が

実施され，適切な対

処・連絡体制がとれ

たと感じている教職

員が 

 

Ａ：１００％ 

Ｂ：９０％以上 

Ｃ：８０％以上 

Ｄ：８０％未満 

●6月9日に授業中の火

災を想定した防災訓練

を実施した。 

●教職員アンケートに

よると安全な学校作り

を心がけていると答え

た教職員は 82％であ

る。 

●保護者アンケートで

は，学校側の安全指導へ

の信頼度は 87％だっ

た。 

Ｃ 

 

   

 

 

   

●防災訓練は緊急性・必要性の面か

ら１回目は 4 月に実施する方向で。

定期的かつ計画的に実施されること

が求められるので，年間計画に先に

組み込んでおく。 

●改修工事のため防災関係機器が使

えなかったので，2学期以降に防災設

備の周知徹底を含めた教職員の講習

会を設定。 

●津波に対する避難マニュアルの確 

認や訓練も入れていく。2学期中に本 

校屋上を利用した小中合同の津波対 

応防災訓練を実施する方向で，現在 

検討中。 

② 

  

確

か

な

学

力

の

育

成 

〈小中連携学力向上プ

ロジェクト〉  

校区の特性や教育環境

を生かし，小中が連携し

て学びを支える基盤づ

くりと，学力向上に向け

ての研究構想を推進す

る。 

【努力指標】 

推進のためのプロジ

ェクトチームが有効

に動くことで，安宅地

区の子どもたちの意

識や学力向上への足

がかりを作る。 

小中連携推進会議が

設置され，9 か年の

義務教育の中で，子

どもたちに身につけ

させたい力の共通認

識と実践が進んでい

ると感じている教職

員の割合が 

 

Ａ：８５％以上 

Ｂ：７５％以上 

Ｃ：６５％以上 

Ｄ：６５％未満 

●連携推進の骨格づく

りを年度当初管理職間

で実施（４月） 

●学力達成度調査結果

の報告・検討会を実施。

（5 月） 

●小中児童生徒会役員

による合同挨拶運動の

実施（6 月）。 

●合同研修会を持ち，分

科会で情報交換や今後

の見通しを話し合った。

（8 月） 

●教職員アンケートの

結果は 71％ 

Ｃ 

 ●推進のためのプロジェクトチーム

を立ち上げた。１学期は双方の学校

が共に校舎工事中のため，連携を図

る機会が尐なかったが，8 月 9 日の合

同研修会の分科会（生徒指導・学習

指導・特別支援教育・学校研究）で

２学期以降の方向性を話し合うこと

ができた。 

●今後は，小中の課題解決に向けて，

生活規律や学力向上への指導の連続

性を常に共通認識としてもち，後半

の計画を推進する。 

●双方向からの出前授業・児童生徒

の行事交流・授業公開・学力調査の

データ分析の共有などを予定してい

る。 

〈家庭学習の習慣化と

内容の充実〉 

学年に応じた家庭学習

の習慣化と内容の充実

が図られるための方策

が取られている。 

【成果指標】 

学年目標とされてい

る時間の家庭学習に

取り組むことができ，

課題提出や自主学習

の成果を自覚できる。 

家庭学習の習慣化と

内容の充実を自覚で

きている生徒の割合

が 

 

Ａ：７０％以上 

Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上 

Ｄ：５０％未満 

●生徒アンケートでは

76％だが，教員のアンケ

ートでは 33％であり内

容の充実が十分とは言

えない。 

●平日の家庭学習時間

1時間以上が 51％（生徒

回答），46％（保護者回

答）とまだ時間不足。 

●方策のひとつとして，

中間と期末テストの 10

日前から「家庭学習強化

期間」を設けて学年目標

時間の達成を意識させ

た。達成率はまだ低い。 

●上記の理由より，判定

はＢとする。 

Ｂ 

 ●平日の学年目標時間を１年 90分， 

２年 120分，３年 150分と設定して 

いるが，現実的にはかなり厳しい。 

●強化期間中の目標達成率は 55％， 

テスト3日前はさらに30～60分の上 

乗せを設定。達成率は 64％。 

●家庭学習時間の伸びや内容の充実 

については，教職員からみた生徒の 

様子はいま一つである。アンケート 

結果を家庭にも提供することで，帰 

宅後から就寝までの時間を家庭でど 

のように過ごしているかについて， 

家庭の理解と協力を得てさらに連携 

して取り組んでいきたい。  

●学年懇談会の 9月開催を計画中。 

〈学習意欲を高める授

業づくり〉 

生徒が「わかった，でき

た」ことを実感できる授

業づくりを心がけ，学習

意欲を喚起する課題設

定や学習展開を工夫す

る。 

【満足度指標】 

学習のねらいやゴー

ルが明確で，よくわか

り，できるようになっ

たことを実感できる

授業になっている。 

学習のねらいが明確

で，授業内容もよく

わかり，できるよう

になったことが実感

できる授業が多くな

ったと感じている生

徒の割合が 

 

Ａ：７５％以上 

Ｂ：６５％以上 

Ｃ：５５％以上 

Ｄ：５５％未満 

●教科ごとに授業づく

り研究プランを立てて

指導の重点を意識した。 

●教科でばらつきはあ

るが，「授業がわかりや

すくて内容がよく理解

できる。」と答えた生徒

は，全教科平均で 85％。 

●教職員アンケートで

はこのような授業づく

りを意識してきたと答

えた教職員が 79％。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 ●生徒アンケートによると，「授業 

に真剣に取り組んでいる。」と答え 

た生徒がどの教科も 80％を越えてい 

る。ただ，「授業はわかりやすくて 

内容がよく理解できる。」に対して 

は，教科や学年・学級によってばら 

らつきがある。この結果を各授業担 

当者は真摯に受けとめ，その分析と 

授業改善に向けてのプランの見直し 

も必要。 

●公開授業（授業参観 10／6）や計画 

訪問（11／24），授業研究会（2／25） 

などを通して，より実践的な授業力 

の向上を図っていく。 



〈言語活動の充実〉 

各教科やその他の教育

活動で言語活動の充実

を図り，思考力，判断力，

表現力等の育成に努め

る。 

 

【成果指標】 

生徒が，必要な場面で

自分の思いや考えた

ことの結果をきちん

と表現できる力が付

いてきたことを実感

できる。 

必要な場面で，自分

の思いや考えたこと

の結果がきちんと表

現できる力が付いて

きたことを実感でき

る生徒の割合が 

 

Ａ：７０％以上 

Ｂ：６０％以上 

Ｃ：５０％以上 

Ｄ：５０％未満 

●授業では意識して表

現活動を取り入れ，掲示

で広く公開することを

意識した。 

●授業以外でも「自己表

現」の場を意識して取り

入れた。 

（全校集会に表現活動

を導入，委員会活動の中

での発言，学年・学校行

事の際に伝える場面を

増やす等） 

●生徒アンケートでは

70％である。 

（昨年同期は 57％） 

●教職員アンケートは

50％ 

（昨年同期は 24％） 

Ａ 

 ●本校の大きな課題であった「自分

の思いや考えたことの結果をきちん

と表現できるようになってきたか。」

の設問に対しては，できるようにな

ったと感じる生徒の割合が昨年度よ

りアップし，２年前からの言語活動

を意識した授業づくりが活かされて

きている 

●小松市学力調査の結果は，国語・

数学とも活用力の問題が，市平均を

上回ったが，まだしっかり身につい

ているとは言えない。発表は答えだ

けではなく根拠も述べること，個人

の思考の変遷が見られるようなノー

トのとり方，記述問題を多く取り入

れたテスト問題作成等，今後も言語

活動の充実に努めていく。 

●基礎の定着に向けては頻度と内容

を工夫し継続を図る。 

 

〈校内研修〉 

積極的な授業研究や公

開授業を通して指導技

術を磨き，教師自身が学

び合い学習や活用力を

発揮できる校内研修会

を実践する。 

【満足度指標】 

ひとり２回以上の研

究授業（公開授業）を

設定し，校内研修会の

活性化を図り，教職員

の参画意識と指導技

術の向上を図る。 

校内研修会で，授業

づくりの研究や指導

案検討，学習会等を

実践したことが，授

業改善・指導力の向

上を図るために有効

であったと感じてい

る教職員の割合が 

                

Ａ：９０％以上 

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

●校内研修会を３回実

施。事前に研究推進委員

会で，原案の検討，確認

を行っている。 

●6／27，小学校の先生

を招いての公開授業（3

教科）を実施。その後，

ワークショップ型の研

修会を試みた。 

●8／9 小中合同研修会

（講師：矢原珠美子先

生）出席者 42 名。 

●アンケートによると，

校内研修会の有効性を

感じていると答えた教

職員は 83％である。 

 

Ｂ 

 ●夏期休業中の市教委開催研修で２

講座を校内研修として指定し参加し

た。次年度からの完全実施に向けて

教員各自の意識改革，自己研鑽でき

る研修の機会を今後も設定してい

く。来年度の発表に備えて，2 学期に

県外の先進校視察を入れる予定。 

●６月に実施したワークショップ型

の校内研修など，全員が積極的に参

画する内容を研究推進委員会からこ

れからも提案していく。 

●安宅小の授業公開にもできるだけ

参加し，小学校の先生方の指導技術

や子どもとの関わり方も参考にして

いく。 

③ 

 

豊

か

な

心

の

育

成 

〈集団づくり〉 

学級・学年を基盤に，そ

れぞれが自己の役割や

責任を果たし，互いに認

め合い高め合える集団

づくりに取り組む。 

【成果指標】 

学年に応じた自己の

役割や責任を果たし，

互いに認め合い，高め

合える集団の一員と

しての行動ができて

いる。 

学年に応じた自覚を

持ち，自分の役割や

責任を果たし，集団

の一員としての行動

ができていると感じ

ている生徒の割合が 

 

Ａ：９０％以上 

Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

●生徒指導部から出さ

れた「授業の決まり 5

か条」「生活の決まり 5

か条」を全校挙げて取り

組んできた。 

●ＱＵ実施（5月）。 

●生徒アンケートによ

ると１年 88％，2 年

93％，3年 87％。 

2 年は金沢ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸや

職場体験など，個人の役

割や責任が明確になる

行事をうまく生かせた。 

●教職員アンケートで

は 81％。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 ●安中の決まり 10か条は，昨年度の 

小中合同研修会で確認された 9か年 

の指導の連続性を意識して今年度設 

定した。 

●学力向上の一番の基盤になる部分 

と捉えて，引き続き学校全体，教職 

員一丸となって取り組んでいく。 

●学年会，生徒指導部がうまく機能 

している。２学期以降も教職員が 

「共通して取り組む５項目」を意識 

していく。 

●ＱＵは 11月に 2回目を実施予定。 

結果分析はいつも担当者が行い，全 

教職員で共通理解を図る場を持って 

いる。経年での追跡もしている。 

〈道徳教育〉 

道徳の時間の内容を工

夫・充実し,学校の教育

活動全体を通して道徳

的価値観・自己の生き方

について自覚を深め,道

徳的実践力を育成する。 

【成果指標】 

計画的に実践を重ね,

積極的な授業研究に

努めることで,生徒の

道徳的心情の高まり

を促す。 

道徳の時間やその他

の場面で，人間関係

作りや自己の生き方

などについて深く考

えるようになった生

徒の割合が 

             

Ａ：７５％以上 

Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６５％以上 

Ｄ：６５％未満 

●学年の中で打ち合わ

せする時間を取り，資料

研究や指導工夫を共有

してきた。 

●各学年とも道徳の授

業時数確保は充分にで

きている。 

●人間関係作りや自分

の生き方について考え

るようになってきたと

答えた生徒の割合は

77％。 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 ●道徳の時間の確保は充分である

が，心に響く内容の実践がなされて

いたかどうかは課題として残る。資

料を多面的に用いて，読み物資料，

ビデオ，絵画，音楽など効果的に取

り入れたり，体験を生かすなど方法

を多彩に試みたり，日常との関連を

図ったりと，その内容を工夫・充実

させることで自分自身の道徳的実践

力に繋がるよう努める。 

●外部人材の活用の機会があまりな

く，もっと視野を広げた中での資料

活用，人材活用も考慮していく。地

域にもっと目を向ける。 

〈主体性を育む生徒会

活動〉 

生徒の主体性を育む学

校行事や生徒会活動を

企画し，参加への意欲向

上や役割・責任を果たす

こと，協力し合い高め合

うことができる運営を

目指す。 

【満足度指標】 

学校行事や生徒会活

動に関心を持ち，積極

的に参加・協力するこ

とで達成感や充実感

が得られる。 

学校行事や生徒会活

動に関心を持ち，積

極的に参加・協力す

ることで達成感や充

実感が得られたと感

じている生徒の割合

が 

            

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７５％以上 

Ｃ：７０％以上 

Ｄ：７０％未満 

●全校集会の形態の工

夫や資源回収への生徒

の積極的な関わりに取

り組んだ。様々な面から

のリーダーの育成。 

●生徒へのアンケート

によると 73％の生徒

が，達成感や充実感を得

られたと感じている。こ

の割合は各学年ほぼ同

じである。 

（昨年同期は 70％） 

Ｃ 

 ●生徒会活動や全校集会で生徒が活 

躍できる場を設けるよう努めてきた 

が，生徒の達成感や充実感の割合が 

なかなか上がらない。 

●2学期は運動会や文化祭などの学 

校行事を中心に一人一人の生徒が必 

ず活躍する場を設け，充実感や達成 

感が得られるようにしたい。これは 

あらゆる場面で，全教師が意識して 

取り組むことと，主体性を引き出す 

仕掛けを教師がいかに工夫できるか 

にかかってくる。2学期を充実期と捉 

えて総力を挙げて取り組みたい。 



④ 

 

健

や

か

な

体

の

育

成 

〈健康教育〉 

教育の全分野で生徒の

健康管理と指導にあた

り，生徒自らが健康問題

に気づき心身の健康に

対する自己管理能力の

向上に努める。 

【成果指標】 

生徒が自分の健康に

関心を持ち，家庭生活

においてテレビやゲ

ーム等で使用する時

間を決め規則正しい

生活を送ることがで

きる。 

普段（月～金曜日），

1 日あたりテレビや

ビデオ，テレビゲー

ム，漫画などに費や

す時間が 2 時間未満

の生徒の割合が 

 

Ａ：６０％以上 

Ｂ：５０％以上 

Ｃ：４０％以上 

Ｄ：４０％未満 

●自己の心身の健康管

理や基本的な生活習慣

の定着については，検診

の機会や保健だより等

を通じて啓発してきた。 

●７月の生徒アンケー

トでは 51％，一方保護

者は 67％と回答してい

る。 

  

 

 

 

 

Ｂ 

 ●ゲーム等に費やす時間が学年を問

わず非常に多いのが気がかりであ

る。夜中までオンラインゲームをす

る生徒もいる中，夜更かしが成長や

学習意欲に与える影響について保健

だよりでの連載・来室者への個別指

導を今後も続ける。 

●２学期は集団への保健指導を計画

している。家庭との情報の共有化も

図る必要がある。 

〈部活動の活性化〉 

集団活動を通して，心身

の発達を促進し，個性の

伸長や社会性を高める

などの人間育成をめざ

す。 

【満足度指標】 

所属する部活動での

活動を通して，規律や

礼儀などを含めた自

己の心身の成長を自

覚することができる。 

部活動での活動を通

して，規律や礼儀な

どを含めた心身の成

長を感じている生徒

の割合が 

 

Ａ：９０％以上 

Ｂ：８５％以上 

Ｃ：８０％以上 

Ｄ：８０％未満 

●生徒アンケートでは

88％，保護者のアンケー

トでは 89％の満足度で

あった。 

●部活動の開始や終了

時間，普段の挨拶や片づ

けなど，各部ごとに指導

の一貫性が見られ，外部

評価も上昇。 

  

 

 

 

Ｂ 

 ●部活動での規律や礼儀の浸透はか 

なり図られてきた。これを基盤に次 

は競技力の向上に焦点を当てたい。 

●2学期以降には，外部からの専門講 

師の招聘による技術トレーニングや 

本校の部活動関係者以外にも小学校 

の尐年スポーツや地域クラブの子ど 

もや保護者も巻き込んだ栄養セミナ 

ーの開催も計画している。 

⑤ 

 

家

庭

・

地

域

と

の

連

携 

〈家庭・地域からの学び

の支援〉 

学校と家庭・地域が連携

して，子どもの学びを支

援する取り組みを積極

的に推進する。 

【成果指標】 

子どもの生活・学習状

況を理解し，家庭や地

域でできる学びの支

援活動が活性化して

いる。 

家庭や地域でできる 

子どもへの学びの支

援活動が活性化して

いると感じている保

護者が 

 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上 

Ｄ：６０％未満 

●7／25～28の 4日間，

サマースクールを開催

した（1 年）。地域から

学習支援ボランティア

を要請し，2名が参加。

会場は安宅会館を利用。 

●7／31 資源回収を実

施。校区全地域からの協

力が得られた。 

●保護者アンケートに

よると 86％が子どもの

友人関係や学校の様子

を理解しており，94％が

学校の方針や取組を理

解していると回答して

いる。 

Ａ 

 ●保護者の学校や学年の方針への理

解や協力体制がかなり進んできた。

理解が得られるような情報公開や対

応も心がけて来た。 

●課題は家庭での時間の使い方，生

活習慣・学習習慣の定着の程度であ

る。平日の家庭学習時間やＴＶ・ビ

デオ・ゲーム・漫画等に費やす時間

の調査結果の公表（生徒・保護者共

に取っている）をしながら，生活時

間の使い方を親子で話し合える環境

づくりを手助けしていくことが必

要。 

●地域からも学校や子どもたちへの

支援が大きい。この力を学校の活性

化につなげたい。 

〈人間形成の基盤とし

ての家庭教育〉 

家庭教育を人間形成の

基盤と捉え，連携を図り

ながら規範意識の向

上・基本的生活習慣の確

立を共に目指す。 

 

 

 

【満足度指標】 

家庭内でのコミュニ

ケーションを促進す

ることで，子どもの規

範意識や生活習慣の

改善・向上を図ること

ができる。 

 

子どもの規範意識や

基本的生活習慣の改

善や向上を図ること

ができたと感じてい

る保護者の割合が 

 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０％以上 

Ｃ：６０％以上 

Ｄ：６０％未満 

●保護者アンケートに

よると我が子は基本的

な挨拶はできている

82％（77％），社会のル

ールを守っている 89％

（88％），時と場に応じ

た言葉遣いや行動がで

きる 83％（77％）と回

答している。（ ）の数

値は昨年同期 

●毎月 23 日を家庭読書

の日とし，貸し出しファ

ミリー増しや家庭版図

書館便りも併せて発行

している。 

Ａ 

 ●子どもの規範意識や基本的生活習 

慣の改善向上について，保護者が我 

が子に対する評価は高いが，教職員 

アンケートでは全体としての生徒像 

で答えるためどうしても低くなりが 

ちである。気がかりな面は学校全体 

の課題として常に取り組むようにし 

ていく 

●マイナス面ばかりでなく，生徒が 

良くなっている面や努力が認められ 

る点について，多方面から生徒や保 

護者に知らせていくようにしたい。 

〈信頼される学校づく

り〉 

積極的かつ有効な情報

公開に努め，信頼される

学校づくりを目指す。 

【努力指標】 

学校の様々な活動を

広く公開するために，

ホームページの更新

を積極的に行う。 

ホームページの更新

頻度が 

 

Ａ：週に１回以上 

Ｂ：月に２回以上 

Ｃ：月に１回以上 

Ｄ：学期に１回程度 

●月の行事予定や，年度

初めに更新するものに

ついては概ねできた。 

●4 月より安中安心メ

ールの導入を始めた。Ｈ

Ｐだけではなく不審者

情報，会合の案内，必要

な情報などが適宜流せ

るようになった。 

●保護者アンケートに

よると，学校の情報公開

に対する満足度は 82％

である。特に，3年生の 

保護者の満足度 92％。

進路に関する情報を学

年メールでも送信して

いることへの信頼感と

安堵であると思われる。 

Ｃ 

 ●ホームページの更新については，

日々の教育活動をトピックとして週

単位で発信できるように校内での情

報集約をスムーズにできる工夫をし

ていく。２学期から週１回の更新を 

目指したい。 

●安中安心メールの活用の仕方をも 

っと工夫する必要がある。保護者の 

登録率は現在 70％。機会を捉えて登 

録を推奨し，さらに上げる努力を続 

けていく。 

●保護者や地域からのさらなる信頼 

が得られるように，可能な限り多様 

な形で学校からの情報発信を心がけ 

ていく。 

 


